
愛媛県の認知症施策について

資料1
令和７年度第１回愛媛県認知症施策推進会議WG

令和７年８月２６日

議題1

○愛媛県の総人口は、1,287,890人 うち、高齢者数は437,902人
○愛媛県の高齢化率は、34.00％ 全国は29.3％(令和6年10月1日時点の人口推計)

○うち最も高いのは久万高原町51.02％ 最も低いのは松山市29.49％

（％）

市町別の高齢化率（令和７年4月）
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四国中央市
（34.50%）

新居浜市
（32.81%）

西条市
（33.49%）

今治市
（36.01％）

上島町
（47.54％）

松山市
（29.49％）

東温市
（32.34％）

松前町
（32.05％）

砥部町
（35.29％）

伊予市
（35.49%）

久万高原町
（51.02％）

内子町
（42.26％）

大洲市
（38.71%）

伊方町
（50.05％）

八幡浜市
（42.09％）

西予市
（44.60％）

鬼北町
（46.94％）

松野町
（47.43％）

愛南町
（47.79％）

宇和島市
（41.37％）

◆令和７年4月1日現在愛媛県長寿介護課調査
（人口は、住民基本台帳に基づく数値）

市町別高齢化率分布図（令和７年4月）
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34.51%東予

30.53%中予

42.70%南予
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認知症高齢者の将来推計（全国）

令和42年
（2060年）

令和32年
（2050年）

令和22年
（2040年）

令和12年
（2030年）

令和７年
（2025年）

令和４年
（2022年）

年

645万人
17.7％

587万人
15.1％

584万人
14.9％

523万人
14.2％

472万人
12.9％

443万人
12.3％

認知症
患者数の推計値
有病率

632万人
17.4％

631万人
16.2％

613万人
15.6％

593万人
16.0％

564万人
15.4％

559万人
15.5％

MCI
患者数の推計値
有病率

資料：R6.5.8 認知症施策推進関係者会議 資料９（内閣官房）
「認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将来推計に関する研究」（令和５年度老人保健事業推進費等補助金 九州大学 二宮教授）

資料：R6.5.8 認知症施策推進関係者会議 資料９（内閣官房）

「認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将来推計に関する研究」（令和５年度老人保健事業推進費等補助金 九州大学 二宮教授）を元に
長寿介護課で作成



認知症高齢者数と将来推計（愛媛県）
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418,323431,051437,902440,898441,606443,774443,576442,170高齢者人口

64,40060,88254,18454,09056,12254,71653,38954,284認知症高齢者数
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※１ Ｒ２～Ｒ７は、各市町の介護保険認定データをもとに集計
※２ Ｒ12、22のデータは、Ｒ５年の要介護認定データに基づき、要介護認定者に占める「認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ」以上の割合
（認知症患者率）を算出し、市町の要介護認定者数の将来推計に認知症患者率を乗じて推計

四国中央市
（3,967人）
（14.3％）

新居浜市
（4,774人）
（13.0％）

西条市
（3,920人）
（11.4％）

今治市
（6,294人）
（11.9％）

上島町
（337人）
（11.9％）

松山市
（17,177人）
（11.8％）

東温市
（1,344人）
（12.7％）

松前町
（1,107人）
（11.5％）

砥部町
（772人）
（10.9％）

伊予市
（1,422人）
（11.5％）

久万高原町
（586人）
（16.9％）

内子町
（785人）
（12.7％）

大洲市
（1,989人）
（13.3％）

伊方町
（493人）
（12.9％）

八幡浜市
（1,501）
（12.1％）

西予市
（2,021人）
（13.6％）

鬼北町
（616人）
（14.6％）

松野町
（177人）
（10.8％）

愛南町
（1,229人）
（14.0％）

宇和島市
（3,673人）
（13.4％）

⽇常⽣活⾃⽴度Ⅱとは、⽇常⽣活に支障を来
すような症状・⾏動や意思疎通の困難さが⾒ら
れても、誰かが注意すれば⾃⽴できる状態

10～12％

12～13％

13～14％

14～ ％
合計 54,184人
（65歳以上に占める割合）１２.4 ％

市町別 高齢者人口に占める認知症高齢者数

◆令和７年4月1日現在 県長寿介護課調査

（介護保険認定データをもとに各市町にて算出）
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これまでの認知症施策のあゆみと県の取組
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内容
時期

県国

「痴呆」→「認知症」へ用語を変更平成16年

「認知症サポーター」の養成開始平成17年

・愛媛県認知症施策推進会議設置（以降、毎年開催）オレンジプラン策定平成24年

・認知症コールセンター設置
・ オレンジネットワークガイドラインの策定
・認知症地域連携パス「えがおの安心手帳」運用開始
・認知症フォーラム開催

新オレンジプランの策定平成27年

・若年性認知症自立支援ネットワーク会議（愛媛県認知症施
策推進会議ワーキンググループ）設置（以降、毎年開催）

平成28年

・若年性認知症支援コーディネーター設置（慈光会に委託）新オレンジプラン改訂平成29年

認知症施策推進大綱策定令和元年

・チームオレンジコーディネーター研修開催令和３年

・えひめ認知症希望大使委嘱認知症施策推進大綱中間評価令和４年

・認知症カフェ研修会開催・「共生社会の実現を推進するた
めの認知症基本法」成立
・「認知症と向き合う『幸齢社会』
実現会議」設置

令和５年

・ピアサポート研修会開催
・えひめ認知症希望大使委嘱（2期目）

・「共生社会の実現を推進するた
めの認知症基本法」施行
・「認知症施策推進基本計画」策定

令和６年

愛媛県における認知症施策について

①認知症サポーター、キャラバンメイトの養成

②愛媛県認知症普及啓発フォーラムの開催（認知症月間関連イベントの実施）

③えひめ認知症希望大使の委嘱

④ピアサポート活動の実施

１ 普及啓発・

本人発信支援

①認知症に関する知識や理解の普及、予防及び早期発見の市町等の取組を支援２ 予防

①認知症疾患医療センターの体制整備

②認知症初期集中支援チーム、認知症地域支援推進員研修支援

③認知症サポート医養成研修、フォローアップ研修の実施

④かかりつけ医認知症対応力向上研修の実施

⑤歯科医師・薬剤師・看護職員・病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修の実施

⑥認知症介護基礎研修の実施

⑦認知症実践者研修等の実施

⑧認知症指導者養成研修、フォローアップ研修の実施

⑨認知症コールセンターの設置

⑩認知症カフェ研修会の実施

３ 医療・ケア・

介護サービス・

介護者への支援

①認知症高齢者等見守体制推進事業の実施

②チームオレンジコーディネーター研修会の実施

③若年性認知症自立支援ネットワーク会議の開催

④若年性認知症支援コーディネーターの設置

⑤若年性認知症交流会の開催

４ 認知症バリアフリー
の推進・若年性認知症
の人への支援・社会参
加支援
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愛媛県認知症施策推進会議の開催状況

＜認知症総合戦略推進事業（国補助）＞

先進事例を他の市町へ情報提供、
取組が進むよう支援

県内認知症施策全体の向上

情報収集、フィードバック

＜令和７年度（予定）＞
開催日（第１回）R７.８.２６、（第２回）R８.２月頃
内 容：愛媛県の認知症施策等について

市町の認知症施策の支援について 等

① 愛媛県認知症施策推進会議

市

町

厚生労働省「全国介護保険担当課長会議」資料を基に作成

愛媛県認知症施策市町連携会議
（市町認知症連絡会）

愛媛県認知症施策推進会議
（医療、介護、福祉、家族関係、有識者で構成）

市

町

市

町

市

町

＜令和７年度＞
開催日：R８.１月頃
内 容：未定

② 愛媛県認知症施策市町連携会議
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➀認知症サポーター、キャラバンメイトの養成状況

● 認知症に関する正しい知識と理解を持ち、地域や職域で認知症の人や家族に対して
できる範囲での手助けをする人

●実施主体︓都道府県、市町村、職域団体等
●対象者︓

〈住⺠〉⾃治会、⽼人ｸﾗﾌﾞ､⺠⽣委員、家族会、防災・防犯組織等
〈職域〉企業、銀⾏等⾦融機関、消防、警察、スーパｰマーケット、コンビニエンスストア、

宅配業、公共交通機関等
〈学校〉小中高等学校、教職員、ＰＴＡ等

●サポーター数︓全国16,164,637人 ※愛媛県205,424人(令和７年６⽉3０⽇現在)

●実施主体︓都道府県、市町村、全国的な職域団体等
●目 的︓地域、職域における「認知症サポーター養成講座」の講師役である「キャラバンメイト」を養成
●内 容︓認知症の基礎知識等のほか、サポーター養成講座の展開⽅法、対象別の企画⼿法、カリキュラム等を

グループワークで学ぶ。
●メイト数︓全国187,989人 ※愛媛県2,189人（令和７年６⽉３０⽇現在）

メイト・サポーター合計（令和7年6月30日現在）
全国16,352,626人 ※愛媛県207,613人（※県は自治体実施分の数）

認知症サポーターとは

キャラバンメイト養成研修

認知症サポーター養成講座

9

１ 普及啓発・本人発信支援
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１ 普及啓発・本人発信支援

②愛媛県認知症普及啓発フォーラムの開催（認知症月間関連イベントの実施）

＜令和７年度の取組予定＞

○県庁ロビー展の開催（９月１日（火）～９月12日（金））
○県庁本館ドームのライトアップの開催（９月１６日（火）～９月22日（日））
○県広報誌「愛顔えひめ」９月号今月のトレンドワード「新しい認知症観」を掲載
○愛媛CATV「えひめ福祉だより」９月放送分 ５分間
○南海放送ラジオ「毎日こみきゃん便り」９月1日放送分
○県政広報番組[南海放送] 「えひめの愛顔発信＃ひめ推し」
９月14日（日）放送分（再放送９月21日（日））

○街頭活動の実施
日時：９月２０日（土） 11時～12時
場所：大街道一番町入口周辺
○愛媛県認知症普及啓発フォーラムの開催
日時：１１月１日（土）
場所：松前町総合文化センター（伊予郡松前町）
内容：「認知症と共に生きる」～ギフトとしての障がいと共に生きる～

記念講演 京都府認知症応援大使 下坂 厚 氏

○市民公開講座（エーザイ（株）、（株）伊予銀行との共催）
日時：９月14日（土）
場所：いよてつ高島屋 本館9F ローズホール
内容：MCIと認知症について

③認知症とMCIの啓発活動の実施
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１ 普及啓発・本人発信支援

⑤ピアサポート活動の実施

＜令和7年度の取組予定＞

○実施予定（詳細未定）

④えひめ認知症希望大使の活動

デイサービスで他の利
用者の方の話を聞くの
が役目！

街頭活動で出
会った認知症の
ご家族に対し自
然とお悩み相談
を実施(*^-^*)

就労継続支援事業
所での仕事の様子

認知症カフェでの
講演の様子

新聞記者とのイン
タビューの場面。
楽しくて大笑い！

娘と孫に
ご馳走す
るのが最
近のた
のしみ



２ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

➀認知症疾患医療センターの体制整備

≪中核センター≫
愛媛大学医学部 附属病院

松 山 圏

医療法人誠志会 砥部病院

今 治 圏

公益財団法人正光会
今治病院

新居浜・西条圏

医療法人十全会
十全ユリノキ病院

宇 摩 圏

公立学校共済組合
四国中央病院

地域拠点センター ６か所

八幡浜・大洲圏

医療法人静心会 平成病院

公益財団法人正光会 宇和島病院

宇和島圏 Ｒ７年４月現在
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２ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

➀認知症疾患医療センターの体制整備

認知症疾患
医療連携協
議会

かかりつけ
医等への研
修会

身体合併症・
周辺症状へ
の急性期対
応

鑑別診断・初期対応

区分 入院先
紹 介

治療方針選
定

鑑 別
診 断

初 期
診 断

14275233571,1031,2931,073
Ｒ６

3月末（件）

14308634231,1411,2421,051
Ｒ７

3月末（件）

033406638△51△22増減
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②認知症サポート医の養成状況

44.6%

17.8%

13.4%

5.7%

5.1%

4.5%
4.5%

3.8% 0.6%

認知症サポート医の状況（診療科別）

内科

精神科・心療内科

脳神経外科

外科

内科・外科

神経内科・脳神経内科

その他

四国中央市
１０人

新居浜市
９人

西条市
１１人

今治市
１４人

上島町
１人

松山市
５８人

東温市
４人

松前町
２人

砥部町
２人

伊予市
２人

久万高原町
２人

内子町
３人

大洲市
５人伊方町０人 八幡浜市

５人

西予市
９人

鬼北町
２人

松野町
２人

愛南町
５人

宇和島市
１１人

今治圏域（1５人）

宇摩圏域（10人）

新居浜・西条
圏域（２０人）

松山圏域（７０人）

八幡浜・大洲
圏域（22人）

宇和島圏域（20人）

計 1５７人

（Ｈ１７～Ｒ６）

２ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援
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２ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

➂認知症サポート医フォローアップ研修の実施

④かかりつけ医認知症対応力向上研修の実施

＜令和６年度実績＞

＜令和７年度の予定＞

・日時：令和７年３月１６日（日）10時～12時
・内容：「認知症の多様性に向き合う～個々の症状に応じた診療のアプローチ」

講師 川崎医科大学 認知症学教室教授 和田 健二 先生
・受講者数：61名

・令和８年３月８日（日）実施予定

＜令和６年度実績＞

・日時：令和7年３月16日（日）13時～16時30分
・内容：「かかりつけ医の役割について」

講師 医療法人滴水会 吉野病院 仁志川 高雄 先生
「診療における実践について」
講師 愛媛大学大学院医学系研究科 老年精神地域包括ケア学 谷向 知 先生
「地域・生活における実践について」
講師 医療法人鶯友会 牧病院 牧 徳彦 先生

・受講者数：163名
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＜令和７年度の予定＞

・令和８年３月８日（日）実施予定



・日時： 令和７年１０月４日（土）9：20～12：00
・内容： 「基本的知識」

「地域における実践」
「社会資源等」
「演習・まとめ」

・講師：県内の認知症看護認定看護師

・日時：令和７年9月1７日（水）～１９日（金）
・内容：「認知症に関する知識」

「認知症看護の実践対応力」
「体制構築・人材育成」

・講師：県内の認知症認定看護師

・日時：令和7年９月2１日（日）13：00～16：35
・内容：未定

・日時：令和8年３月１日（日）9：30～15：00
・内容：未定

16

２ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

⑤歯科医師・薬剤師・看護職員・病院勤務以外の看護師等に係る研修の実施状況

歯科医師 看護職員

病院勤務以外の看護師等
薬剤師

＜令和７年度の予定＞

＜令和６年度実績＞

・歯科医師の認知症対応力向上研修 日時：令和７年１月２６日（日）開催 受講者数：１１７名
・薬剤師の認知症対応力向上研修 日時：令和６年8月2５日（日）開催 受講者数：８１名
・看護職員の認知症対応力向上研修 日時：令和６年９月18日（水）～2０日（金）開催 受講者数：５５名
・病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修 日時：令和６年5月１８日（土）、１０月１９日（土）開催 受講者数：６１名

令和６年度の修了者数 ： （ ）は累計修了者数

⑥認知症介護に係る研修の実施状況
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２ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

ス

テ

ッ

プ

ア

ッ

プ

基礎研修（eラーニング）
868人（4,858人）

実践者研修
175人（5,356人）

実践リーダー研修
37人（1,032人）

管理者研修
84人（2,632人）

指導者研修
2人（34人）

フォローアップ研修

1人（延18人）

指導者養成研修修了後１年以上経
過した認知症介護実践研修の講師

認知症介護について相当の実務経験
を有する者であって、実践リーダー研修
を修了している者
・認知症介護研修の企画、⽴案
・地域ケアの推進役

実践者研修修了者であって
認知症介護業務経験３年以
上の者
・事業所の管理者となる者

実務経験︓概ね５年以上
実践者研修修了後、認知
症介護業務１年以上の者
・ケアチームリーダー

介護職員に対し、
認知症介護の基
礎的知識及び技
術の習得

実務経験︓概ね２年程度の者
認知症介護の理念、知識及び
技術の習得



57%
36%

1%

3% 3% 相談者の住所

東予 中予 南予 県外 不明

66%

19%

15%

0% 要介護者との続柄

⽗・⺟ 夫・妻 専門職 その他

⑦認知症コールセンターの設置
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２ 医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

認知症介護の専門家や介護経験者等が対応するコールセンターを設置し、認知症の人やその家族が気軽に相談できる体制を
構築するほか、認知症介護に追われる家族等の相談を受けることにより、精神面も含めた支援を行う
・開設日：週４日（月・火・木・金 ただし、祝日除く） ・受付時間：10時～16時

＜R６年度の相談件数＞ 106件 ＜R７年度の予定＞ 昨年度までと同様、コールセンターを開設中

83
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対応状況（複数回答）
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症状対応 人間関係 心身問題 サービス 経済 医療 苦情 その他

相談内容（複数回答）

目 的：65歳未満の現役世代に発症する若年性認知症の方に対し、連携を
通じた総合的な支援の推進を図る。

設置日：平成29年12月1日
委託先：社会福祉法人 慈光会 理事長 木戸 敏満

業務内容

１．個別相談・支援
２．関係機関との連携
３．若年性認知症についての理解促進
４．人材育成

若年性認知症支援コーディネーター

・横田 麻弥（主任介護支援専門員／ていれぎ荘）
・谷向 知（医師／愛媛大学大学院医学系研究科）

相談受付

受付時間：月曜日～金曜日 ９時～１７時
電話番号：０７０－３７９１－０３４２
受付場所：高齢者総合福祉施設 ていれぎ荘

（松山市水泥町405番地１）

【相談対応の流れ】
①相談窓口職員（主任介護支援専門員）が相
談受付を行う。

②相談内容に応じて医師へつなぎ、必要に応

じて都合のいい時間に相談対応する。 19

３ 認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援

①若年性認知症支援コーディネーターの設置



○R６年度相談受付件数
電話：1,094件
来荘：1２件
メール：3９７件
訪問：11２件

○相談内容
・若年性認知症の交流会に参加したい
・サービス等の制度面の情報を教えてほしい
・就労について

①若年性認知症支援コーディネーターの設置

20

３ 認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援
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行政・地域包括

支援センター

本人 家族 病院 その他

相談者の内訳

＜R６年度の実施状況＞
➀県民文化会館サブホールで開催 参加者：140名
テーマ：「認知症と就労」

②テクノプラザ愛媛で開催 参加者：１２０名
テーマ：「施設？病院？？やっぱり在宅？！～本音で語る、認知症が進行したら～」

＜R７年度の予定＞
➀松山市立子規記念博物館で開催
テーマ：「認知症の進行期における暮らしの継続を考える」

②未定
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３ 認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援

①若年性認知症支援コーディネーターの設置

Zoomにて毎月開催
＜R６年度検討テーマ＞
・認知症の症状により夫婦関係が悪化した方の今後の居場所について
・本人の自信を取り戻すための支援とは

＜R７年度の予定＞
・昨年度に引き続き月１回開催予定

【事例検討会の開催】

【セミナーの開催】



＜R６実績＞
・基本的には中予（松山市、東温市、伊予市）圏域で開催。
・１１月は四国中央市で開催。
・11月、２月、３月はピアサポートと共同開催。

＜Ｒ７年度の予定＞
・毎月開催予定

22

３ 認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援

②若年性認知症交流会の開催
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本人 家族 専門職 CN
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施策の進捗状況について
（第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計画から）➀

達成状況実績数値目標目標達成のための
取組内容

指 標
R8R7R6R8R7R6R8R7R6

101％203,939219,000210,000201,000

各市町が実施する認知症サ
ポーター養成講座に対して

財政的な支援を行うとともに、
県在宅介護研修センターにお
いてキャラバン・メイトの養成
を行った。

キャラバンメイト・サポーター
の養成（累計）（人）

67％2853

認知症の人本人同士が語り
合う「本人ミーティング」を通じ
て、認知症の人の意見が施策
の企画・立案、評価に反映さ
れるように市町の取り組みを
推進した。

本人ミーティング開催市町数
（市町数）

調査中32,00031,00030,000

市町と連携して、介護予防の
趣旨や必要性の普及啓発を
行うとともに、ボランティア活動
など地域の介護予防に向けた
自発的な取組を促進した。

介護予防に資する住民主体
の通いの場の参加者実人数
（人）

101％161170165160
研修を受講するための費用
（受講料）を県で一部負担した。

認知症サポート医養成研修
受講者数（累計）（人）

99％3,3783,8003,6003,400

国が定める標準的なカリキュ
ラムに基づき、認知症診療の
知識・技術等の修得に資する
研修を委託して実施した。

かかりつけ医の認知症対応
力向上研修受講者数（累計）
（人）

104％9321,1001,000900

国が定める標準的なカリキュ
ラムに基づき、認知症の人に
係る基礎知識・連携等の修得
に資する研修を委託して実施
した。

歯科医師の認知症対応力向
上研修受講者数（累計）（人）
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施策の進捗状況について
（第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計画から）②

達成状況実績数値目標目標達成のための
取組内容

指 標
R8R7R6R8R7R6R8R7R6

100％602760680600

国が定める標準的なカリキュ
ラムに基づき、認知症の人に
係る基礎知識・連携等の修得
に資する研修を委託して実施
した。

薬剤師の認知症対応力向上
研修受講者数（累計）（人）

106%467502472442

国が定める標準的なカリキュ
ラムに基づき、認知症の人に
係る基礎知識・連携等の習得
に資する研修を委託して実施
した。

看護職員の認知症対応力向
上研修受講者数（累計）（人）

157%4,8583,6863,3863,086

国が定める標準的なカリキュ
ラムに基づき、eラーニングに
よる研修を実施した。

認知症介護基礎研修受講者
数（累計）（人）

99%5,5365,9135,6735,433

国が定める標準的なカリキュ
ラムに基づき、年４回の研修
を実施した。

認知症介護実践者研修受講
者数（累計）（人）

97%34413835

認知症介護研究・研修仙台セ
ンターが実施する研修につい
て、受講にかかる費用を補助
した。

認知症介護指導者養成研修
受講者数（累計）（人）

118%13201811

認知症地域支援推進員等に
対し、チームオレンジの立ち上
げやネットワークの構築の手
法のほか、運営のノウハウな
どの研修を実施し、チームオ
レンジコーディネーターを養成
した。

チームオレンジ整備市町数


